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1.アカエゾマツ林の成長と土壌条件

1.試験担当者
北海泌支顷林部土嬢研究室長 原 田 洗ほか

2•試験目的
従来トドマツ林の土龄件については,系統だった调壹研究.がおこなわれ,トドマツの道她 

判定技術の肉上【て役立ってきたが,アカエゾマツ林については断片的に!〜2 Q認宜がおこな 

われただけである。アカエゾマツは狼境条件の良好な所に成立したものはトドマツ(て匹験Tる 

よい生長を示し,さらにトドマッにくらべると待・異な裏境条件下に为辭えて生長する木である。

一方,ブカエゾマツ林の土黑にはポドゾル化したものが多い。今後アカエゾマッの攢林面効 

は年々拡大されるものと思われるのでアカエゾマツ林の生長と土壊の諸条件を解明した避堆判 

定の資料を鶴る。•

3. 昭利4 5年度の経過とえられた結果

1. 北見林務器所皆道有:做:おいて,BD型崩離に碱された3 8年生のアカエゾ林と,そ 

れに隣接するトドマツ林を瀉在した〇 4 4年度貌死の4林分(余市,北見,俄淋署昏内ノに 

比し,成斐が良く,むしろトドマツを僅か上・わっていた〇試料分折中

2. 4 4年度满直4林分の試料分析を完了し,とりまと地,林学疝で発表した〇

4. 昭和4 6年度の就験計画

1. 弟子屈署皆内で險をTる。比皈のため例年ど力、リ,近傍根似立均のトト・マッ人工并も剩在 

するが,本年既は土煥に対する皆留を明きらかてするため,それぞれ林令別に戲査林分を選 

ぶ,

2. 4 5年度铝査した北見地区の試料分折を完了し,とりまとめる。


